
 

 

 

 

「チャレンジ」して新しい自分に出合う２学期に 
校長 田村 香代子 

  

まだまだ暑いですが、朝夕に感じる風は秋の空気を運んでくれるようになりました。子供たちはど

んな夏休みを過ごしたでしょうか。夏休みの間も地域の盆踊り大会等で会うこともあり、「校長先生！」

と笑顔で話しかけてくれる子供たちからパワーをもらっていました。そしていよいよ、学校に子供た

ちの元気な声が帰ってきました。教職員一同楽しみに待っていました。 

２学期は様々な行事があります。９月２日から５年生は「わくわく自然教室」に３泊４日で出かけま

す。１０月には６年生の日光移動教室があります。また１１月には学習発表会、そして創立７０周年記

念式典が予定されています。その他にも１、２年生は遠足、３、４年生は社会科見学があります。 

行事は子供たちを確実に成長させてくれます。しかし、少し痛みを伴うこともあります。宿泊学習は

ご家族と離れる「痛み」、学習発表会は練習で感じる「痛み」。これらは成長痛、もしくは筋肉痛のよう

だと私は思うのです。心も成長するとき「痛み」を伴うということです。私たち大人はこの「痛み」を

取り除いてあげたくなります。子供たちの前にある障害物や少し高い山を先回りして除いてあげたく

なるのです。でも、ここで私たち大人も少し我慢が必要です。子供たちが成長する折角のチャンスをな

くしているかもしれません。よく様子を見ながら、上から引っ張り上げるのではなく、下から支え、時

には少し押し上げながら自分で乗り越えた達成感を味わわせたいと思います。１学期当初に「チャレ

ンジする」ことの大切さを子供たちには伝えました。昨年チャレンジに失敗したことも、１年たった自

分にはできるかもしれません。２学期もこの気持ちを大事にし、少しの「痛み」を乗り越えたら新しい

自分に出合えると考えて、ぜひチャレンジしてほしいです。 

私はこの新しいことに「チャレンジ」することは、子供だけに限らず、私たち大人にとってもよいと

考えています。私の曾祖母は、８０歳から「切り絵」にチャレンジしました。小学生の私を連れて先生

のご自宅で教えていただいていました。真剣に学ぶ姿勢を間近で見て、「うちのひいばあちゃん、かっ

こいい」といつも感じていました。また、伯母は６０歳を過ぎてから大学に入学しました。新しいこと

にチャレンジする姿はとても生き生きとして見えました。文学を学んでいましたが、伯母が言うには

「若いころに読んだ文章も、６０過ぎて読み直すと全く違うものに見えてくる」そうです。経験値が上

がると読み方も変わってくるのかもしれません。大学から出される多くの課題を私に見せてくれ、「苦

しいけど、でも楽しい」と言っていました。今では「語りの会」を大きなホールで開くほどになってい

ます。 

チャレンジするのに「手遅れ」はないと思います。そしてチャレンジするパワーはその人自身を輝か

せてくれます。私たち大人が子供たちにもその姿を見せていきたいと思います。まずは本校の教職員

です。夏休み中にも研修に出かけたり、授業について研究したりと力を蓄えております。仕事面だけで

はなく、自分を高めるチャレンジを始める教員もいます。ぜひ、保護者の皆様も「新しい自分に出合う

チャンス」を手に入れる２学期にしてみてはいかがでしょうか。 

２学期も子供たちの心に寄り添いながら「笑顔が自慢！」の学校になるように、教職員一同尽力し

てまいります。ご不安なことがありましたら、いつでもご相談ください。

つよく ただしく あたたかく 

七小だより 
http://www.fuchu07s.fuchu-tokyo.ed.jp 
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